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三
　
木
　
敏
　
夫

　
二
〇
〇
八
年
五
月
東
京
で
第
四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
の
主
要

目
的
は
い
か
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
貧
困
を
改
善
す
る
か

に
あ
る
。
サ
ブ
サ
ハ
ラ
以
南
（
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
除

く
ア
フ
リ
カ
諸
国
）
の
人
々
の
約
四
割
が
一
日
当
た
り

一
ド
ル
未
満
で
生
活
す
る
貧
し
い
日
々
を
強
い
ら
れ
て

い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
停
滞

の
ア
フ
リ
カ
地
域
が
二
〇
〇
三
年
以
降
五
％
以
上
の
経

済
成
長
を
記
録
し
、
イ
ン
フ
レ
率
も
一
％
台
の
低
率
で

推
移
し
て
い
る
。
遅
ま
き
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に

組
み
込
ま
れ
、
テ
イ
ク
オ
フ
を
開
始
し
た
。
二
〇
〇
八

年
の
経
済
成
長
率
は
六
％
台
に
の
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
経
済
成
長
を
支
え
て
い
る
の
が
第
一
に

国
際
金
融
資
本
構
造
の
変
化
に
よ
る
資
本
の
流
れ
が
変

わ
っ
た
こ
と
と
、
第
二
に
南
々
協
力
の
拡
大
と
中
国
や

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
経
済
交
流

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
１
、
な
ぜ
成
長
を
開
始
し
た
の
か

　
ア
フ
リ
カ
の
経
済
発
展
と
ア
ジ
ア

─ 

大
き
い
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
役
割

　
二
一
世
紀
に
入
り
な
ぜ
停
滞
の
ア
フ
リ
カ
が
成
長
を

開
始
し
た
の
か
。
そ
の
要
因
と
し
て
東
西
冷
戦
構
造
の

　
２
、
南
々
協
力
の
活
発
化

　
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
な
ど
の
新
興
諸
国
の
台
頭
に
よ
り
、
国

際
的
な
投
資
資
金
の
流
に
変
化
が
現
れ
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
に
先
進
国
の
み
な
ら
ず
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
や
マ
レ
ー
シ
ア

な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
直
接
投
資
が
流
入
し
始

め
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
中
国
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
資
源
開
発
投
資
が
顕
著
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は

一
九
八
〇
年
代
に
マ
レ
ー
シ
ア
南
々
公
社
（M

A
S
S

C
O
P

）
を
設
立
し
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
や
ア
ジ
ア
地

域
へ
の
投
資
と
経
済
協
力
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
投
資
資
金
の
流
れ
は
先
進
国

間
が
主
流
で
あ
り
、
先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
に
直
接

投
資
が
流
入
す
る
構
造
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九

〇
年
以
降
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
や
新
興
諸
国
に
加
え
て
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り

経
常
収
支
黒
字
が
大
幅
に
拡
大
し
た
中
東
産
油
国
か
ら

の
投
資
が
活
発
化
し
、
国
際
金
融
資
本
市
場
で
の
そ
の

フ
リ
カ
共
和
国
に
賦
存
し
て
い
る
。
ボ
ツ
ア
ナ
で
は
プ

ラ
チ
ナ
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
な
ど
の
レ
ア
メ
タ
ル

が
豊
富
に
賦
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
レ
ア
メ
タ
ル
が

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
多
く
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
の
が
大
き
な

特
徴
で
あ
る
。
レ
ア
メ
タ
ル
の
消
費
量
は
少
な
い
が
自

動
車
や
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
製
品
や
工
業
製
品
生

産
の
た
め
の
触
媒
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
鉱
物
資
源
で

あ
る
。
た
だ
輸
出
に
占
め
る
原
油
輸
出
比
率
が
高
い
こ

と
は
、
価
格
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
と
き
の
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
ー
経
済
の
脆
さ
も
あ
り
、
持
続
的
に
経
済
成
長
を

続
け
る
か
、
も
う
少
し
動
静
を
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

崩
壊
後
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
な
ど
の
新

興
諸
国
の
経
済
成
長
に
触
発
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

に
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
ア
フ
リ
カ
五
三
カ
国
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一

〇
〇
〇
ド
ル
前
後
に
達
し
た
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
中
国
で
は
一
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
に
達
し
た
と
き
消

費
に
弾
み
が
つ
き
高
度
成
長
期
を
迎
え
て
お
り
、
ア
フ

リ
カ
諸
国
の
経
済
成
長
に
期
待
が
持
た
れ
る
。

　
二
〇
〇
六
年
以
降
の
原
油
価
格
の
高
騰
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
は
国
際
経
済
情
勢
を
左

右
す
る
鉱
物
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
豊
富
に
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
。
原
油
の
賦
存
量
は
世
界
埋
蔵
量
の
約
十

％
で
あ
り
、
こ
の
外
、
金
、
プ
ラ
チ
ナ
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
貴
金
属
に
加
え
レ
ア
メ
タ
ル
①
が
豊
富
に
あ
る
。

特
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
中
で
も
原
油
輸
出
国
の
経
済
成

長
が
高
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
外
資
主
導
型
輸
出
志

向
工
業
化
で
あ
っ
た
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
で
は
資
源
主
導

型
経
済
発
展
の
展
開
で
あ
る
。

　
輸
出
鉱
物
資
源
の
中
に
は
ア
フ
リ
カ
地
域
に
し
か
埋

蔵
さ
れ
て
い
な
い
資
源
も
多
い
。
ス
テ
ン
レ
ス
の
原
料

と
な
る
レ
ア
メ
タ
ル
で
あ
る
ク
ロ
ム
鉱
は
、
世
界
埋
蔵

量
の
九
五
％
が
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
、
と
り
わ
け
南
ア
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イ
ン
ド
シ
ア
半
島
で
は
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ

か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
至
る
東
西
経
済
回
廊
が
構
想
さ

れ
、
道
路
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
回
廊
は
輸
送

コ
ス
ト
の
軽
減
と
関
係
国
の
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
も
同
様
に
モ
ザ

存
在
感
を
一
気
に
高
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に

中
東
産
油
国
な
ど
の
二
〇
〇
七
年
の
原
油
輸
出
額
は
一

兆
六
〇
〇
〇
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
豊
富
な
石
油
輸
出
収
入
を
背
景
に
Ｕ
Ａ
Ｅ
や

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
（
Ｓ
Ｗ

Ｆ
）
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
の
資
源
開
発
へ
の
投
資
活
動
が

活
発
化
し
て
い
る
。
即
ち
イ
ス
ラ
ム
金
融
の
台
頭
で
あ

る
。

　
イ
ス
ラ
ム
マ
ネ
ー
は
国
際
金
融
資
本
市
場
を
震
撼
さ

せ
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
で
損
失
を
被
っ
た
シ
テ
ィ

グ
ル
ー
プ
、
モ
ル
ガ
ン
ス
タ
ン
レ
ー
、
メ
リ
ル
リ
ン

チ
、
ベ
ア
ス
タ
ー
ン
ズ
な
ど
の
資
本
金
増
強
に
利
用
さ

れ
、
国
際
資
金
の
流
れ
を
変
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

　
イ
ス
ラ
ム
マ
ネ
ー
は
先
進
国
に
か
わ
り
イ
ン
ド
、
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
投
資
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
地
域
で
は
日
本
や
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
代
わ
り
ア

ジ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
主
役
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
加

え
て
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
中
東
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
投
資
も
活
発
化
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
南
々
協
力
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
拡
大

し
、
経
済
成
長
を
押
し
上
げ
、
南
々
協
力
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
。

　
中
国
は
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
に
タ
ン
ザ

ニ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
や
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
社
会
主
義
化
を
支
援
す
る
た
め
軍
事
経
済
協
力
を
推

し
進
め
た
際
、
構
築
し
た
太
い
パ
イ
プ
を
も
と
に
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
と
の
経
済
関
係
を
強
化
し
て
い
る
。
中
国

の
狙
い
は
か
つ
て
の
社
会
主
義
の
世
界
輸
出
で
は
な

く
、
ア
フ
リ
カ
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
豊
か
な
鉱
物
資
源

　
３
、
手
本
と
な
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
験

ン
ビ
ー
ク
か
ら
始
ま
る
ナ
カ
ラ
回
廊
（
ナ
カ
ラ
ー
ナ
ン

ブ
ラ
ー
リ
バ
ユ
ー
を
経
て
マ
ラ
ウ
イ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

に
至
る
）
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
同
構
想
を
推
し
進
め

る
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
は
ア
ジ
ア
の
経
験
を
伝
え
る
た

め
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
関
係
者
を
東
西
経
済
回
廊
視

察
の
た
め
に
招
待
し
た
。
ナ
カ
ラ
回
廊
の
道
路
整
備
を

通
し
Ｆ
Ｔ
Ｚ
や
Ｅ
Ｐ
Ｚ
な
ど
の
経
済
特
区
、
工
業
団
地

の
開
発
、
通
関
シ
ス
テ
ム
の
改
善
や
地
場
産
業
の
育
成

な
ど
の
ア
ジ
ア
の
経
験
を
具
体
化
す
る
動
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ザ
ン
ビ
ア
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
協
力
し
て
外

資
誘
致
の
た
め
の
投
資
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
周
知
の
通
り
一
九
五
七
年
に
独
立
し
た
マ
レ
ー
シ

ア
の
経
済
は
一
次
産
品
輸
出
に
支
え
ら
れ
た
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
ー
経
済
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
輸
入
代
替
工
業
化

と
輸
出
促
進
の
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク
方
式
に
よ
る
工
業
化

を
図
り
、
労
働
集
約
型
輸
出
産
業
の
育
成
と
Ｆ
Ｔ
Ｚ
や

Ｅ
Ｐ
Ｚ
に
よ
る
外
資
誘
致
に
よ
る
外
資
主
導
型
輸
出
工

業
化
を
成
功
裏
に
収
め
、
工
業
国
と
し
て
電
子
立
国
と

な
っ
た
。
ザ
ン
ビ
ア
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
成
功
体
験
を
自

国
の
工
業
化
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
経
済
交
流
は
二
〇

〇
三
年
第
三
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
で
提
唱
さ
れ
た

「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
協
力
」、「
経
済
成
長
を
通
じ
た

貧
困
削
減
」
の
具
体
的
な
動
き
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
筆

者
は
一
九
九
〇
年
代
初
め
世
界
銀
行
勤
務
時
マ
レ
ー
シ

ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
門
戸
開
放
に
よ
る
輸
出
工
業
化

の
経
験
を
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
伝
え
る
た
め
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
専
門
家
を
派
遣
す
る
事
業
に

関
係
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
は
か
つ

て
植
民
地
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
験
は
一
次
産
品

輸
出
国
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
済
政
策
立
案
に
大

の
確
保
に
あ
る
。
例
え
ば
中
国
は
銅
や
コ
バ
ル
ト
な
ど

の
資
源
が
賦
存
し
て
い
る
ザ
ン
ビ
ア
や
産
油
国
で
あ
る

ア
ン
ゴ
ラ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
や
ス
ー
ダ
ン
に
資
源
開
発

の
た
め
の
投
資
を
展
開
し
て
い
る
。
同
時
に
中
国
は
政

治
目
標
と
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
経
済
関
係
強
化
の

た
め
雑
貨
や
食
品
加
工
分
野
へ
の
投
資
も
活
発
に
行
っ

て
い
る
。
加
え
て
二
〇
〇
八
年
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
先
駆

け
ア
フ
リ
カ
四
八
カ
国
の
首
脳
を
招
待
し
、
積
極
的
な

ア
フ
リ
カ
外
交
を
展
開
し
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
消
費
財
分
野
へ
の
中
国
投
資
の

拡
大
は
、
経
済
発
展
が
目
覚
ま
し
い
中
国
市
場
へ
の
安

価
な
製
品
の
供
給
地
と
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
み
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
雁
行
形
態
的
経

済
発
展
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
も
波
及
し
て
い
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
が
ア
フ
リ
カ
産
油
国
か

ら
原
油
や
消
費
財
を
輸
入
し
、
安
価
な
工
業
製
品
を
ア

フ
リ
カ
に
輸
出
す
る
南
々
貿
易
の
拡
大
に
ほ
か
な
ら

ず
、
国
際
貿
易
構
造
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。
二
〇
〇

六
年
の
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
国
へ
の
輸
出
は
一
九
九
五
年

の
十
二
倍
に
拡
大
し
て
お
り
、
中
国
と
ア
フ
リ
カ
の
経

済
関
係
の
緊
密
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
米
国
一
極
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
同
時
多
発
的
経
済
発
展
に
世
界
経
済

が
一
歩
踏
み
込
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
。
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ハ 

ン 

グ 

ル 

語 
　
今
か
ら
四
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ム
ニ
バ
ス
科
目

で
あ
る
『
ア
ジ
ア
を
知
る
十
二
章
』
で
い
つ
も
の
如
く

〈
言
語
で
見
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
…
朝
鮮
半
島
〉
を

講
じ
た
。
講
義
後
学
生
が
書
い
た
「
講
義
概
要
」
を
読

ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
主
張
に
目
が
留
ま
っ
た
。
韓

国
人
留
学
生
が
書
い
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
ハ
ン
グ

ル
語
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
韓
国
語
も
朝
鮮
語
も
漢
字

語
で
す
か
ら
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
講
義
の
中
で
、
①
朝
鮮
半
島
に
住
む
人
々
が

使
う
言
語
に
つ
い
て
韓
国
語
と
朝
鮮
語
と
い
う
呼
称
が

あ
る
、
②
現
在
の
韓
国
で
は
韓
国
語
、
北
朝
鮮
で
は
朝

鮮
語
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
、
③
戦
前
は
朝
鮮

で
も
日
本
で
も
呼
称
は
朝
鮮
語
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
今

の
日
本
で
は
韓
国
と
の
関
係
の
深
ま
り
も
あ
っ
て
韓
国

語
と
い
う
呼
称
が
優
勢
で
あ
る
、
④
ハ
ン
グ
ル
語
と
い

う
呼
称
を
見
か
け
る
が
、
こ
れ
は
日
本
語
を
ひ
ら
が
な

語
と
言
う
の
に
等
し
く
、
韓
国
人
に
対
し
失
礼
で
あ
る

か
ら
使
わ
な
い
よ
う

に
、
と
話
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
上
記
の

韓
国
人
留
学
生
の
主

張
は
筆
者
に
と
っ
て

驚
き
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
留
学
生
の

主
張
に
は
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ハ
ン
グ
ル
の
使
用
＝
愛
国
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

　
韓
国
が
ハ
ン
グ
ル
（
訓
民
正
音
）
と
い
う
民
族
固
有

の
文
字
を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
十
五
世
紀
半
ば
、
朝
鮮

王
朝
四
代
目
の
世
宗
が
学
者
に
作
ら
せ
た
も
の
で
あ

る
。
民
族
が
独
自
の
文
字
を
持
つ
こ
と
は
そ
の
民
族
の

主
体
性
、
文
化
の
独
自
性
を
確
立
す
る
こ
と
で
も
あ

り
、
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
。
日
本
が
ひ
ら
が
な

を
持
つ
に
至
っ
た
の
が
九
世
紀
半
ば
で
あ
る
こ
と
と
比

較
す
る
と
、
六
〇
〇
年
の
遅
れ
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
韓

国
で
は
陸
続
き
の
中
国
か
ら
の
文
化
的
影
響
が
強
か
っ

た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
解
放
後
南
北
朝
鮮
と
も
言
語
政
策
で
は
ハ
ン
グ
ル
専

用
化
政
策
が
採
ら
れ
た
。
漢
字
使
用
＝
事
大
主
義
（
自

主
性
を
欠
き
、
勢
力
の
強
大
な
国
に
付
き
従
う
さ
ま
）

と
い
う
受
け
止
め
方
が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に

事
大
主
義
排
撃
を
政
治
的
信
念
と
す
る
朴
正
熙
大
統
領

の
時
代
に
は
、
一
時
期
で
は
あ
る
が
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
の
全
教
科
書
か
ら
漢
字
が
完
全
に
追
放
さ
れ
た
。

　
現
在
韓
国
で
は
漢
字
は
中
学
校
で
九
〇
〇
字
、
高
校

で
九
〇
〇
字
が
教
え
ら
れ
て
い
る
。
文
章
も
一
応
国
漢

文
併
用
（
ハ
ン
グ
ル
漢
字
混
じ
り
文
）
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
建
前
で
、
韓
国
の
新
聞
や

雑
誌
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
、
漢
字
は
殆
ど

見
当
た
ら
な
い
。
Ｉ
Ｔ
革
命
で
英
語
教
育
強
化
論
の
強

ま
り
も
あ
っ
て
、
漢
字
は
ま
す
ま
す
そ
の
存
在
感
を
無

く
し
て
い
る
。
金
大
中
政
権
時
代
に
道
路
や
駅
名
に
漢

字
表
記
も
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
焼
け
石
に

水
の
感
が
あ
る
。
副
作
用
が
色
々
と
指
摘
さ
れ
つ
つ

も
、
ハ
ン
グ
ル
専
用
化
の
流
れ
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
（
野
副
伸
一
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

　
４
、
道
半
ば
の
ミ
レ
ミ
ア
ム
開
発
目
標

　
国
連
ミ
レ
ミ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
二
〇

〇
〇
年
の
国
連
ミ
レ
ミ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
南
々
協
力
が
着
実
に
拡
大

す
る
中
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
国
際

貿
易
金
融
資
本
構
造
の
変
化
に
伴
い
経
済
成
長
し
て
き

て
い
る
と
は
い
え
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
生
活
の
質
の
改

善
と
貧
困
問
題
は
依
然
と
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
抱
え

る
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
一
九
九
〇
年

水
準
を
基
準
に
国
際
社
会
が
二
〇
一
五
年
ま
で
に
①
五

歳
未
満
の
幼
児
死
亡
率
を
三
分
の
一
に
削
減
す
る
②
飢

餓
に
苦
し
む
人
口
を
半
減
す
る
③
す
べ
て
の
子
供
の
初

等
教
育
就
学
を
実
現
す
る
な
ど
の
八
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
経
済
成
長
を
開
始
し
た

と
は
い
え
、
貧
困
削
減
や
エ
イ
ズ
撲
滅
な
ど
の
目
標
達

成
は
遅
々
と
し
て
い
る
。
一
日
当
た
り
一
ド
ル
未
満
で

生
活
す
る
人
々
は
九
億
人
以
上
い
る
と
推
計
さ
れ
、
そ

の
大
部
分
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
集
中
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
や
飲
み
水
に
不
自
由
し
て
お
り
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
以
南

の
人
々
の
大
部
分
は
こ
の
絶
対
的
貧
困
水
準
で
の
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
経
済
成
長
の
成
果
が
保
健
衛
生

や
教
育
な
ど
の
生
活
の
質
の
改
善
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

波
及
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
経
済
成
長
の
果
実
を
享
受
す
る
一

方
、
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
様
に
格
差
社
会
に

入
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
① 

こ
の
外
イ
ジ
ウ
ム
、
希
土
類
、
ニ
オ
ブ
、
タ
ン
タ
　
　

　
　
　
　
ル
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ュ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
が
あ
る
。

　
（
み
き
と
し
お
・
札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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